
様式第２号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資力に係る申出書
　丸森町長　様

　私、　　　　　　丸　森　太　郎　　　　は、令和４年福島県沖を震源とする地震に伴う災害のため、住家が　半壊　しております。
　住家を修理する資力が下記の理由のとおり不足するため、応急修理を実施していただきますようお願いします。
記
※世帯の収入の状況、資力が不足する理由を具体的にご記入ください。
　　　　世帯全体分（前年分　控除後の所得）
（例）世帯主　給与収入　　　　　　　万円/年
　　　　　　　　　妻　　事業収入　　　　　　　万円/年
　　　例１：貯蓄が少なく、日常生活費に消えるため、余裕がない。
　　　　　　そのため、応急修理を実施できる資力がありません。
　　　例２：施設に入所している母や、息子の大学の学費や生活費に
　　　　　　お金がかかるため、応急修理を実施する資力がありません。
　　　例３：世帯収入が少なく、日常生活や家のローン支払いなどで
　　　　　　余裕がなく、応急修理を実施する資力がありません。
　　　　　　その他、ご自由に記入して下さい。
　　　　　　
令和　〇年　〇月　〇日
申出者　　　被害を受けた住宅の所在地
丸森町字鳥屋120　　　　　　　　　　　

被害を受けた住宅の所在地と異なる場合に記入下さい。
現住所　　　〇　〇　〇　〇　〇　〇　　　
氏名　丸　森　太　郎　　　　　印　　
　（自署による場合は押印省略可）
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